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(57)【要約】
【課題】継ぎ目のないディスプレイの製造方法を提供す
る。
【解決手段】発射光源をバックライトモジュール内に固
定し、光学フィルムを前記発射光源上に固定し、間隔構
造を前記光学フィルム上に配置し、相互に隣接する液晶
パネルをその側辺で並列配列または堆積した後、間隔構
造上に覆蓋し、微小構造を有する保護層を側辺が並列配
列または堆積する液晶パネル本体上に配置する、ステッ
プを含み、液晶ディスプレイを組成する。本発明の提供
する継ぎ目のないディスプレイは、複数の発射光源を含
むバックライトモジュールと、光学フィルムと、間隔構
造と、複数の液晶パネルと、微小構造を有する保護層と
、表示ユニットを組成する連接部と、を含み、複数の液
晶パネルがその側辺で並列配列または堆積した後、間隔
構造上に覆蓋する。本発明は、パネル辺枠の連接式大型
パネル上の継ぎ目を縮小し、高品質イメージ表示を達成
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発射光源をバックライトモジュール内に固定し、
　光学フィルムを前記発射光源上に固定し、
　間隔構造を前記光学フィルム上に配置し、
相互に隣接する液晶パネルをその側辺で並列配列または堆積した後、前記間隔構造上に覆
蓋し、
　微小構造を有する保護層を前記側辺が並列配列または堆積する液晶パネル本体上に配置
し、表示ユニットを組成する
　ステップを含む、継ぎ目のないディスプレイの製造方法。
【請求項２】
　前記保護層は、アクリルまたはガラス材質であり、その表面が鍍金膜、接着膜、プリン
トまたは金型でプリズム構造を形成する請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記発射光源は、面光源または近似面光源である請求項１記載の方法。
【請求項４】
前記面光源が発光ダイオードまたは平面灯管であり、該近似面光源が湾曲形灯管である請
求項３記載の方法。
【請求項５】
前記面光源または近似面光源が特定角度で発射する請求項１記載の方法。
【請求項６】
前記面光源または近似面光源は、パッケージの実行および/またはマスクの添加を行うも
のであり、更に、等間隔に交錯して配列してなる矩形陣であるかまたは、前記面光源また
は近似面光源の側辺は、台形板を置き、柵状の間隔構造を形成する請求項５記載の方法。
【請求項７】
該面光源または近似面光源を均一に分布させる請求項５記載の方法。
【請求項８】
電流で矩形陣の光出力を制御し、前記矩形陣中の各単一発光ダイオードの中央部分を矩形
陣周囲に向けるかまたは前記矩形陣内の各発光ダイオードの配列位置を変更する請求項７
記載の方法。
【請求項９】
前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも1周りの発光ダイオードを増設するま
たは、前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１つの冷陰極灯管または熱陰極
灯管を増設する請求項７記載の方法。
【請求項１０】
　複数の発射光源を含むバックライトモジュールと、
光学フィルムと、
間隔構造と、
複数の液晶パネルと、
微小構造を有する保護層と、
表示ユニットを組成する連接部と、
を含み、そのうち、前記複数の液晶パネルがその側辺で並列配列または堆積した後、前記
間隔構造上に覆蓋する継ぎ目のないディスプレイ。
【請求項１１】
前記保護層は、アクリルまたはガラス材質であり、その表面が鍍金膜、接着膜、プリント
または金型で形成するプリズム構造を含む請求項１０記載のディスプレイ。
【請求項１２】
前記発射光源は、面光源または近似面光源である請求項１０記載のディスプレイ。
【請求項１３】
前記面光源が発光ダイオードまたは平面灯管であり、該近似面光源が湾曲形灯管である請
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求項１２記載のディスプレイ。
【請求項１４】
パッケージの実行および/またはマスクの添加を行う面光源または近似面光源、または等
間隔に交錯して配列してなる矩形陣である面光源または近似面光源を含み、更に光増加片
、拡散片または拡散板である面光源または近似面光源、または面光源または近似面光源の
側辺に置く台形板が形成する柵状の間隔構造を含む請求項１２記載のディスプレイ。
【請求項１５】
前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１周りの発光ダイオードを増設するか
、または前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１つの冷陰極灯管または熱陰
極灯管を増設する請求項１２記載のディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連接式液晶ディスプレイに関し、特に、継ぎ目なくイメージを表示する大型
パネルに応用することができる連接式液晶ディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
現在液晶パネルの公告販売または映像娯楽上の顕著な効果について言えば、大型パネルが
一定の市場潜在力を有しているが、現在各パネルメーカーは大型パネルの開発に対して、
一定のコストおよび技術的制限を受け、突破することが困難である。すなわち、大型パネ
ルは製造コストが高く、歩留りが低く、これが量産過程中の大きな障害となる。これに基
づき、現有の寸法のパネルを利用して組み立てを行い、大型パネルを製造することが求め
られる解決方式の１つとなっている。
【０００３】
しかしながら、複数ブロックの液晶パネルを利用し組み立てを行う時、単一パネル周囲の
辺枠が形成するパネル間の継ぎ目は、連接式大型パネルに、切れ目、不連続なイメージ表
示結果をもたらす。通常のテレビ壁を例とすれば、数台のテレビを組み合わせによって、
大型のイメージを表し、屋外展示または観賞上の利便を提供することができるが、その画
面の全体性はテレビ外枠の存在によって明らかな隙間が生じる。同様に、複数のパネルの
組み合わせを利用し、単一の大型パネルとしてなる時、個別のパネルの外枠もパネル上の
明らかな継ぎ目となり、画面に切れ目を作り、視覚上に不完全なイメージを呈させる。従
って、パネルの辺枠の連接式大型パネル上の継ぎ目を如何に縮減するかが、高イメージ品
質を達成する鍵となっている。
【０００４】
　現有の技術中、光線伝送導光板（light　transmission　guide）によって、元々比較的
小さい液晶またはプラズマディスプレイ等の発光パネル表面の光線を比較的大きなイメー
ジ表示領域表面（viewing　area）に伝送し、２つの相互に隣接する発光パネルの元々連
接する隙間を除去し、視覚上継ぎ目のない大型ディスプレイを形成する改善方式がある。
但し、この種の方法が形成する光線伝送導光板は、そのうちに、光ファイバーまたは入射
光を全反射するガラス管等材質を有するもの含み、光線伝送導光板は、コストが高く、コ
ストの制御が困難である。同時に、該連接式ディスプレイは、装置全体が厚過ぎ、運送お
よび組み立てに不便である。
【０００５】
　また、連接式パネル全体または単一パネル間の明度はいずれも均一部分（luminance　u
niformity）で、液晶パネル中央部分が辺縁部分より明度が高い必要があるので、光学補
償フィルム（または光フィルタ片）がパネル中央の明度が比較的高い部分に対して光フィ
ルタを行い、中央部分を周囲の明度と接近させる。但し、この方法は液晶パネルの明度を
下降させ、相互に隣接するパネルの明度の差異が存在する可能性が生じる。
【０００６】
　続いて、光線伝送導光板とパネル画素との間の対応が良好ではない、またはその機構が
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異なり、最良の対応ができなくなり、イメージを表示させる時の色またはグレースケール
に誤差が生じ、元のパネルの入力信号と程度上の落差を有する。
【０００７】
　前記を総合し、大型パネルに対する需要が高くなっている広告業にとって、大型且つコ
ストに合ったパネルの使用を提供することは困難であり、この市場の要求に応じるため、
本専利は、合理的なコストで比較的小さな液晶パネルの連接（例えば、現有の２６インチ
、３２インチ等のパネルを利用）を行い、その独特の光学設計によって連接後の液晶パネ
ルに継ぎ目のない視覚効果を達成させる。
【特許文献１】特開２００５－２２２９３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
従来の液晶ディスプレイイメージ表示上の欠陥および使用上の制限に鑑みて、本発明の目
的は、継ぎ目のないディスプレイの製造方法を提供し、液晶パネルが射出するイメージ信
号を液晶パネル保護層に垂直な方向で観察者の目に入るようにし、連接式液晶パネルの継
ぎ目の信号の混合を防止し、同時に継ぎ目付近の射出イメージの明度を各連接パネル中央
の明度に近似させ、連接式パネルの各部分の明度の均一度を維持し、視覚上継ぎ目なくイ
メージを表示する効果を達成することである。
【０００９】
　本発明のもう１つの目的は、バックライトモジュール、光学フィルム、間隔構造、液晶
パネル、微小構造を有する保護層および連接部を含む液晶ディスプレイを提供し、それが
、その上の連接部およびその他の光学設計が１つ以上の単一パネルを連接することによっ
て、視覚上継ぎ目のない大型ディスプレイを組成することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明は、継ぎ目のないディスプレイの製造方法を提供し
、それが下記のステップを含む。
　発射光源をバックライトモジュール内に固定する。
　光学フィルムを前記発射光源上に固定する。
　間隔構造を前記光学フィルム上に配置する。
相互に隣接する液晶パネルをその側辺で並列配列または堆積した後、前記間隔構造上に覆
蓋する。
　微小構造を有する保護層を前記側辺が並列配列または堆積する液晶パネル本体上に配置
し、表示ユニットを組成する。
【００１１】
　好適には、前記保護層は、アクリルまたはガラス材質であり、その表面が鍍金膜、接着
膜、プリントまたは金型でプリズム構造を形成する。
【００１２】
　好適には、前記発射光源は、面光源または近似面光源であり、該面光源が発光ダイオー
ドまたは平面灯管であり、該近似面光源が湾曲形灯管（Ｕ形または多Ｕ形灯管）である。
【００１３】
　また、前記面光源または近似面光源が特定角度で発射し、該特定角度は、パネルの厚さ
、寸法またはバックライトモジュール中のランプケースの大きさ等の条件の違いによって
変化し、充足した光源の供給を獲得できる。
【００１４】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、パッケージの実行および/またはマスクの
添加を行うものである。
【００１５】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、等間隔に交錯して配列してなる矩形陣であ
る。
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【００１６】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、更に光増加片、拡散片または拡散板である
。
【００１７】
　好適には、前記面光源または近似面光源の側辺は、台形板を置き、柵状の間隔構造を形
成するものである。
【００１８】
　好適には、前記面光源または近似面光源が特定角度で発射した後、更に該面光源または
近似面光源を均一に分布させる。
【００１９】
　好適には、電流で矩形陣の光出力を制御する。
【００２０】
　好適には、前記矩形陣中の各単一発光ダイオードの中央部分を矩形陣周囲に向ける。
【００２１】
　好適には、前記矩形陣内の各発光ダイオードの配列位置を変更する。
【００２２】
　好適には、前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも1周りの発光ダイオード
を増設する。
【００２３】
　好適には、前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１つの冷陰極灯管または
熱陰極灯管を増設する。
【００２４】
本発明の更にもう１つの目的は、継ぎ目のないディスプレイを提供し、それが、複数の発
射光源を含むバックライトモジュールと、光学フィルムと、間隔構造と、複数の液晶パネ
ルと、微小構造を有する保護層と、表示ユニットを組成する連接部とを含み、そのうち、
前記複数の液晶パネルがその側辺で並列配列または堆積した後、前記間隔構造上に覆蓋す
ることである。
【００２５】
　好適には、前記保護層は、アクリルまたはガラス材質であり、その表面が鍍金膜、接着
膜、プリントまたは金型でプリズム構造を形成する。
【００２６】
　好適には、前記発射光源は、面光源または近似面光源であり、該面光源が発光ダイオー
ドまたは平面灯管であり、該近似面光源が湾曲形灯管（Ｕ形または多Ｕ形灯管）である。
【００２７】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、パッケージの実行および/またはマスクの
添加を行うものである。
【００２８】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、等間隔に交錯して配列してなる矩形陣であ
る。
【００２９】
　好適には、前記面光源または近似面光源は、更に光増加片、拡散片または拡散板である
。
【００３０】
　好適には、前記面光源または近似面光源の側辺は、台形板を置き、柵状の間隔構造を形
成するものである。
【００３１】
　好適には、前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１周りの発光ダイオード
を増設する。
【００３２】
　好適には、前記近似面光源側辺の台形板の各一側に少なくとも１つの冷陰極灯管または
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熱陰極灯管を増設する。
【発明の効果】
【００３３】
上記のように、本発明が提供する連接式ディスプレイの製造方法は、少なくとも１つの連
接部を利用して1つ以上の液晶パネルに接合し、光源入射角度を調整し、相互に連接する
液晶パネルの継ぎ目部分の明度を向上させ、連接パネル全体の明度が高均一度を達成し、
視覚上継ぎ目のない大型ディスプレイを形成し、大型ディスプレイの製造コストを大幅に
低減する外、更に、そのイメージ表示品質を顕著に向上させる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　図１は、本発明の継ぎ目のないディスプレイの構造およびイメージ表示光線の進行を示
す説明図である。該ディスプレイ１００は、液晶パネル１と、液晶パネル２と、光学フィ
ルム３と、保護層４と、バックライトモジュール５（内に発射光源５１～５４を含み、周
囲は更に台形板７１，７２を添加できる）とを含み、該液晶パネル１は、その任意の一側
辺で液晶パネル２の任意の一側辺と相互に並列配列または堆積し、前記保護層４はディス
プレイの最外層である。
【００３５】
　図２は、保護層上の微小構造の平面図である。図２と図１を参照し、ディスプレイ中の
連接式液晶パネル中の各単一パネルがその任意の一側辺ともう1つのパネルの任意の一側
辺と相互に並列配列または堆積するので、相互に隣接するパネルの隙間を経由した斜めに
射出する光線が交錯した後、イメージ信号の混合を発生し易く、イメージの明晰度を低下
させる。本好適実施例中、パネルから射出されたイメージ信号をパネル保護層に近似垂直
した角度で観察者の目に入るようにし、視覚情報が混合せず、連接パネル最外層に位置す
る保護層４ （アクリルまたはガラス材質であることができる）表面が形成するプリズム
構造４１の矯正を介してパネルが射出する光線を90度に近い角度で、保護層表面に垂直に
観察者の目に進入させ、継ぎ目付近の信号が混合することなく、該保護層が保護および光
線直射の機能を兼ね備える（図１参照）。プリズム構造４１の形成方式は、図が示すプリ
ント、鍍金膜以外に、金型を利用してなることもできる。
【００３６】
　もう１つの好適な実施例中、前記連接パネルが射出する光線を垂直に眼に入れることを
完成し、継ぎ目付近の信号が混合することを改善した後、更に、各種光学設計を利用し、
ディスプレイの光源を一定の角度で発散させた後、連接パネル継ぎ目付近の射出イメージ
の明度を連接パネルの中央の明度に近似させ、パネルの各部分の明度を均一にする目的を
達成し、視覚上継ぎ目のないディスプレイを形成する。従って、前記特定角度の発散の目
的は、バックライトモジュール内の光源を発散した後、無制限の発射をせず、連接パネル
間の隙間付近に落とし、継ぎ目付近の射出イメージの明度を向上させることができるよう
にするだけでよく、角度の範囲を制限しなければならないものではない。
【００３７】
　例を挙げれば、発光ダイオードのパッケージまたは特殊なマスク設計の添加を行い、継
ぎ目の明度を補強することができる。または、図３に示すように発光ダイオードを利用し
、交錯する方式で、等間隔の矩形陣を形成し、特定光分布特性を有する平面発光源として
なることができる。例えば、発光ダイオードを上下交錯するよう配列し矩形陣とする。
【００３８】
　同様に、発光効率を増加し光を均一に分布させるため、バックライトモジュール中に光
増加片（prism　film）、拡散片（diffuser　film）または拡散板（diffuser　plate）。
【００３９】
　または、光線を更に適切な方式で光分布を集中させるため、前記形成した発光ダイオー
ドの等間隔矩形陣中に、間隔構造７を加えることができる。該間隔構造は数個の台形板か
ら組成されることができ（図１の７１，７２参照）、光源の発散を制限することに用い、
それを特定角度でパネルに入射し、均一度の更に高い光分布を形成する。前記台形板の等
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間隔矩形陣中に形成する間隔構造、全体を俯瞰すると柵状構造を呈する（図４参照）。
【００４０】
　また、前記発光ダイオードを光源とする以外に、平面灯管（flat　florescent　lamp,
　FFL）または湾曲型灯管（Ｕ型、多Ｕ型またはその他の曲線型灯管）も配列して矩形陣
をなすことができ、台形板を加え光の進行および方向を制限し、それを特定角度でパネル
に入射させる。
【００４１】
　もう１つの実施例中、更にバックライトモジュール中の光源の分布を均一にさせ、高均
一度を達成する数種の方式を説明する。例えば、電流の調整を利用し、パネル両側の辺縁
と中央の明度を近づけることができる。一般的に言って、パネルの両側の辺縁の明度は、
中央より低く、入力電流の違いを利用して矩形陣を制御し、矩形陣周囲の光源を中央が強
く発出する光線にし、微調整後、光量を保護層表面から射出した後、各部分の明度が一致
できるようにする。
【００４２】
　発光ダイオードを例とし、更に均一な光線分布を形成するため、発光ダイオード矩形陣
中のそれぞれ配列した発光ダイオードの入力電流を調整し、中央の発光ダイオードの光を
両側の光より小さく出力し、外周の発光ダイオードの発光強度が中心箇所で高くなり、よ
り均一な光分布を達成し、且つ高均一度の継ぎ目のないパネルを形成する。
【００４３】
　また、図５は、発光ダイオードの矩形陣の各配列する向き角度の調整を示し、特に、矩
形陣周囲の単一の発光ダイオードの中央光強度が比較的大きい高明度部分を矩形周囲に向
け、該部分の光明度を矩形陣中央に近似させ、光の均一分布を達成する。
【００４４】
　図６は、矩形陣中の発光ダイオードと液晶パネルの距離の調整を利用し、光源の均一分
布の目的を達成することができることを示す図である。例を挙げれば、矩形陣内の各配列
された発光ダイオードの対応位置を変更することによって、矩形陣辺縁の発光ダイオード
の光強度が中央部部分で高くなるようにし、光の均一分布を達成する。
【００４５】
　同様に、光源の矩形陣を高均一度を達成させる設計において、平面灯管または湾曲灯管
（例えば、Ｕ型または多Ｕ型灯管）を主要な光源とすることができる。図７は、近似面光
源が周囲の発光強度が弱く継ぎ目付近の光源が比較的遠くて暗くなる問題を回避するため
、近似面光源６７の周囲は、発光ダイオードを加えて辺領域の入射光を増強し、連接パネ
ルが発光する全体的均一度を向上させることができる。即ち、多Ｕ型灯管の矩形陣の側辺
に1周りまたは数周りの発光ダイオードを加え（図に示す発光ダイオード５１～６２）、
パネル周囲の光分布を中央より大きくさせる（本図では僅かに近似面光源の全体的外観だ
け表示し、更に多Ｕ型灯管の配列状況は図示せず）。
【００４６】
　または、前記平面光源または近似面光源の矩形陣の台形板周囲に更に冷陰極灯管（Cold
　Cathode　Fluorescent　Lamp，CCFL）または熱陰極灯管（Hot　Cathode　Fluorescent
　Lamp，HCFL）（図８に示す陰極灯管６３～６６）を加え、辺領域の入射光を増強し、連
接パネル全体の均一度を向上させることができる。
【００４７】
　上記のように、本発明は、連接式パネルの継ぎ目付近の信号の混合を回避し、光を特定
角度に発散させた後、光が高均一度等の光学設計を達成し、視覚上継ぎ目のないディスプ
レイを製造することができる。
【００４８】
なお、本発明では好ましい実施例を前述の通り開示したが、これらは決して本発明に限定
するものではなく、当該技術を熟知する者なら誰でも、本発明の精神と領域を脱しない均
等の範囲内で各種の変動や潤色を加えることができることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
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【００４９】
【図１】本発明に係る継ぎ目のないディスプレイの構造およびイメージ表示光線の進行を
示す説明図である。
【図２】本発明に係る保護層上の微小構造を示す平面図である。
【図３】本発明に係る本発明の発光ダイオードの交錯が形成する等間隔の矩形陣を示す説
明図である。
【図４】本発明に係る複数の台形板が形成する間隔構造を示す説明図および俯瞰図である
。
【図５】本発明に係る発光ダイオードの矩形陣のそれぞれ並ぶ向き角度を調整した説明図
である。
【図６】本発明に係る矩形陣中の発光ダイオードと液晶パネルの距離を調整する説明図で
ある。
【図７】本発明に係る面光源の周囲に発光ダイオードを加える説明図である。
【図８】本発明に係る面光源の周囲に冷陰極灯管または熱陰極灯管を加える説明図である
。
【符号の説明】
【００５０】
１，２　液晶パネル
３　光学フィルム
４　保護層
４１　プリズム微小構造
５　バックライトモジュール
５１～６２　発光ダイオード
６３～６６　冷陰極灯管または熱陰極灯管
６７　近似面光源
７　間隔構造
７１～７２　台形板
１００　ディスプレイ
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